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第９号議案
社会資本整備総合交付金事業（道路改築）

主要地方道 高崎神流秩父線 （矢田工区） 高崎市

２．事業概要と進捗状況

事業経緯 進捗状況

事業概要

年 度 主 な 経 緯

Ｈ２９ 事業着手

Ｈ２９～Ｒ１
測量調査・設計

地元調整・都市計画変更

Ｒ２ 用地買収着手

全体計画
前年度までの
進捗状況
(進捗率)

事 業 費 ８，５００百万円
６９７百万円

(８．２％)

用 地 買 収 ６８，２３０ｍ2
０ｍ2

(０％)

計 画 延 長 １，９００ｍ
０ｍ

(０％)

事 業 場 所 高崎市吉井町岩崎～高崎市吉井町矢田

区 分 事前評価（Ｈ２３） 今回

全 体 事 業 費 ６，０００百万円 ８，５００百万円

全 体 事 業 費 増 減 の 理 由 －

• 橋梁基礎の変更に伴う増額
• 機能補償道路の追加に伴う増額
• 埋蔵文化財調査の追加に伴う増額

事 業 期 間 Ｈ２４～Ｒ２ Ｈ２９～Ｒ１１

事 業 内 容
道路延長 １，９００ｍ
道路幅員 ２４．０ｍ

道路延長 １，９００ｍ
道路幅員 ２４．０ｍ

様式６－１

１．事業の目的

• 主要地方道高崎神流秩父線は、高崎市街
地と吉井ＩＣを結ぶ幹線道路である。

• 現道は人家連坦地区や商業施設等を通過
しているため、朝夕の通勤時間帯で慢性的
な渋滞が発生しており、円滑な交通に支障
をきたしている。

• このため、交通容量が不足した現道の交通
をバイパスへと転換し、周辺道路の渋滞緩
和を図るとともに、地域間のアクセス向上や
物流の効率化等を目的として事業を実施し
たものである。

着工年度

評価理由

平成２９年度

事業費の増額
たかさき

たかさきし よしいまち いわさき

かんな ちちぶ やた たかさきし

たかさきし よしいまち やた

事業箇所

現道区間（渋滞状況）



２．事業概要と進捗状況（図面・写真等）

増額理由

高崎市および地域住民との協議の結果、地
域の分断を防ぐため、交差点および交差点付近
における副道の追加に要する+1.９億円の工事
費の増額が生じた。

増額理由

当初、近傍の地質調査の結果に基づき、多胡橋の橋台基礎を直接基礎、橋脚基礎を直接基礎２基・
ケーソン基礎１基として計画していたが、橋台・橋脚施工箇所にて地質調査を行った結果、想定より支持層が
深く、基礎形状を変更する必要が生じた。このため、橋台基礎を杭基礎、橋脚基礎を直接基礎１基・ケーソン
基礎２基へ変更するのに要する+８.１億円の工事費の増額が生じた。

増額理由
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【多胡橋パース図】

吉井ＩＣ

高崎市
中心部

埋蔵文化財確認調査の結果、事業箇所周辺に
多胡碑関連の重要遺跡があることが判明した。こ
のため、事業区間の重点的な調査の必要が生じ、
調査に要する+9.0億円の測量試験費の増額が
生じた。

多胡碑

多胡碑西地区

多胡碑隣接地区

多胡碑南東地区

岡地区

（国）２５４号

多胡郡正倉跡

右 岸 左 岸

当初想定の
支持層

地質調査結果
による支持層

直接基礎
→杭基礎

直接基礎→ケーソン基礎

直接基礎
（大型化）

ケーソン基礎（大型化）

直接基礎
→杭基礎

：当初

：変更

凡 例

【矢田工区平面図】
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： 副道 追加区間 ：交差点 追加箇所
【凡 例】

： 交差点 当初計画箇所：副道 当初計画区間
：事業箇所周辺の重要遺跡

【凡 例】

：現地保存・特別史跡指定を目指す重要遺跡



３．事業の目的・必要性に変化はあるのか？

費用便益分析

前 回 再 評 価 時 今 回 再 評 価 時 備 考 便 益 説 明

算出根拠マ ニュア ル

費用便益分析

マニュアル

国土交通省

道路局、

都市・地域整備局

平成２０年１１月

費用便益分析

マニュアル

国土交通省

道路局、都市局

平成３０年２月

基 準 年 平成２３年 令和２年

区 分 項 目 現在 価値 構 成 比 現 在 価 値 構 成 比

費 用

(千円 )

工 事 費 4,475,000 96.4% 6,645,000 98.3% 事業費の増加による

維 持 管 理 費 169,000 3.6% 115,000 1.7%

費 用 合 計 ( C ) 4,644,000 6,760,000

便 益

(千円 )

走行時間短縮
便 益

10,622,000 82.3% 14,167,000 97.8%

評価対象期間及び原単位
の見直しによる

交通事故減少
便 益

615,000 4.8% 87,000 0.6%

走行経費減少
便 益

1,669,000 12.9% 236,000 1.6%

便 益 合 計 ( B ) 12,906,000 14,490,000

費用対効果分析(B/C) ２．７８ ２．１４

４．目的を達成するための事業（手段）は適切か？

• 現道の交通量は、平成２２年度13,336台／日、平成２７年度12,131台／日と、ほぼ変わらない
状況であり、また渋滞長（岩崎交差点）も平成２６年度L=1,010m、平成３０年度L=1,020mと変
化ないことから、本事業の必要性は依然として高い。

現道区間（幅員狭小状況）現道区間（渋滞状況） 現道区間（沿線の住宅・店舗連担状況）

現道

• 現道の混雑が著しく（渋滞長L=1,020m（Ｈ３０））、交通容量が不足していることから、現道より
車線数を増加（２車線→４車線）する必要があるが、現道については、沿道に住宅や店舗が
連担しており、現道拡幅に比べバイパス整備の方が地域住民の影響や、車両通行の速達
性、コスト面等で有利なため、本手法は適切である。

• また、本バイパス計画とすることで、吉井ＩＣから多胡橋までの間がほぼ直線区間で結ばれる
ことからルート選定についても妥当である。



【 元々が長期計画 不測の事態により長期化 】

• 本事業は地権者数が１８７名と多く、地元調整に長時間を要するため、元々が長期計画となっている。

• 当初、平成２４年度の事業着手を予定していたが、高崎市が実施した周辺の埋蔵文化財確認調査の結果、

多胡碑関連の重要遺跡が複数確認されたことから、それに伴い本路線に交差する都市計画道路（吉井北通

線）を一部廃止することとなり、廃止を踏まえた当該工区の道路計画の見直しや関係機関との調整に約５年

の期間を要し、着手時期が平成２９年度となった。

• また、埋蔵文化財の重点的な調査の実施や、副道や交差点の構造に関する地元自治体や住民の合意形成

に期間を要したことから、事業完了が令和２年度から令和１１年度に延期となる。

６．事業の対応方針は？

事業継続 ・ 事業中止

変更なし ・ 事業計画の変更 ・ スケジュールの変更

７．市町村意見

市町村 再評価における意見

高崎市

• 本路線は、高崎市街地と吉井ICを結ぶ幹線道路ですが、現道は交通容量が不足してい
るため慢性的な渋滞が発生している。さらに国道254号が現道まで部分供用されており
交通が集中している状況にある。渋滞解消や物流の効率化、地域の交通安全のため本
路線の早期整備をお願いしたい。

５．事業が長期間要している理由は？

• 主要地方道高崎神流秩父線は、高崎市街地と吉井ＩＣを結ぶ幹線道路であり、交通容量が不足した現道
の交通をバイパスへと転換し、周辺道路の渋滞緩和を図るとともに、地域間のアクセス向上や物流の効率
化等を目的として事業を実施するものである。

• 本路線の交通量は、平成２２年度13,336台／日、平成２７年度12,131台／日と、ほぼ変わらない状況であ
り、また渋滞長（岩崎交差点）も、平成２６年度L=1,010m、平成３０年度L=1,020mと変わりないことから、本
事業の必要性は依然として高い。

• 多胡碑関連の重要遺跡が複数確認されたことによる道路計画の見直し、埋蔵文化財の重点的な調査の
実施、道路計画に係る地元自治体や住民との合意形成に不測の期間を要したことにより、完成時期が９
年遅れ、令和１１年度となる見込みである。事業全体の完成時期の延期が見込まれるが、優先的に多胡
橋の整備を行うことにより部分供用を図るなど、早期の事業効果発現も考慮しながら事業を進捗させてい
る。

• また、橋梁基礎構造の変更、機能補償道路の見直し、埋蔵文化財調査面積の増加等の不測の事態によ
る事業費の増加が見込まれるが、多胡橋の片側２車線分を現道活用する等のコスト縮減に配慮しながら
事業を進めている。

• 以上のことから、本事業の必要性、重要性は高く、早期に事業効果の発現を図ることが適切であるため、
事業継続が妥当である。



右 岸 左 岸

２．当初計画ならびに全体事業費を変更する理由

Ｒ２公共事業再評価
（主）高崎神流値秩父線 矢田工区

４．事業費の縮減に向けた取り組み

（３）測量試験費 ［＋９．０億円］

• 副道・交差点の追加設置により、用地補償費が増額となる。
（用地買収面積６.５万m2→６.８万m2 補償物件３９件→5０件 ＋６.０億円）

３．計画変更の妥当性

費 目 当初計画 変更計画 増減額 主な理由

本工事費 ３７．８ ４７．８ ＋１０．０ 橋梁基礎の変更に伴う増額
機能補償道路の追加に伴う増額

用地補償費 １９．６ ２５．６ ＋６．０ 機能補償道路の見直しによる用地買収面積の
増加に伴う増額

測量試験費 ２．６ １１．６ ＋９．０ 埋蔵文化財発掘調査面積の増加に伴う増額

合 計 ６０．０ ８５．０ ＋２５．０

【単位：億円】

１．計画の概要及び事業費の変更
事業費の構成比較

（１）本工事費 ［＋1０．０億円］
①橋梁基礎構造の変更 + ８．１億円

• 当初、近傍の地質調査の結果に基づき、多胡橋の橋台基礎を直接基礎、橋脚基礎を直接基礎
２基・ケーソン基礎１基として計画していたが、橋台・橋脚施工箇所にて地質調査を行った結果、
想定より支持層が深く、基礎形状を変更する必要が生じたことにより工事費が増額となる。
（橋台基礎 直接基礎→場所打ち杭基礎 25本）
（橋脚基礎 直接基礎 ２基、ケーソン基礎 １基

→直接基礎 １基、ケーソン基礎 ２基 ＋８.１億円）
②機能補償道路の見直し +１．９億円

• 本線の速達性を確保するとともに、地域内道路を抜道利用する通過車両による事故が多いことから、地
域への通過車両の流入防止を図るため、最小の交差点設置となる計画としていたが、高崎市および地域
住民との協議の結果、地域の分断を防ぐため交差点および交差点付近における副道の追加が必要になっ
たことにより工事費が増額となる。
(副道の追加 800ｍ→1,800ｍ：＋１.２億)(交差点の追加 ２箇所→３箇所：＋０.７億円）

（２）用地補償費 ［＋６．０億円］

• 埋蔵文化財確認調査の結果、事業箇所周辺に多胡碑関連の重要遺跡があることが判明した。このため、
事業区間の重点的な調査が必要になり、測量試験費が増額となる。
（埋蔵文化財調査 ＋９.０億円)

①橋梁基礎構造の変更
• 支持層が深い箇所を避けたルート変更は、（一）後賀山名停車場線上に新たに交差点の設置が必要
となり、短区間で交差点が連続するため、渋滞解消・安全面の確保から適切ではない。

• また、詳細な地質調査に基づき橋台・橋脚毎に工法の比較検討を行い、施工性やコスト面で優位性の高
い工法を採用しており、計画変更は妥当である。

②機能補償道路の見直し

＜全体計画平面図＞

• 多胡橋の片側２車線分を現道活用することによりコスト縮減を図る。（▲１０億円）

(3)①埋蔵文化財調査
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（１）②機能補償道路の追加

（１）①橋梁基礎形状の変更

吉井ＩＣ

高崎市
中心部

当初想定の
支持層

地質調査結果
による支持層

直接基礎
→杭基礎 直接基礎→

ケーソン基礎

直接基礎
（大型化） ケーソン基礎

（大型化）

直接基礎
→杭基礎

• 本線整備により、従来の地域住民の往来が遮られ地域分断が生じてしまうことから、バイパスとしての主要な
機能である速達性を確保した上で、地域住民が生活しやすい環境を守る計画とするため、道路の利用状況
や地域のニーズを把握した上で、地域住民や高崎市との丁寧な合意形成を図りながら、複数の道路計画
案の比較検討を行った結果、交差点1箇所と副道1㎞を追加する計画とした。

：当初

：変更

凡 例
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： 副道 追加区間 ：交差点 追加箇所
【凡 例】

：交差点 当初設置箇所：副道 当初計画区間
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：事業箇所周辺の重要遺跡

【凡 例】

：現地保存・特別史跡指定を目指す重要遺跡


